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北海道における

理科教育の充実を図るための調査研究
－第４回 本道の理科教育に関する実態調査－

調査研究部

北海道における理科教育の充実を図り，本道の理科教育に資するため，平成21年12月下旬から平

成22年２月上旬にかけて，北海道教育大学札幌校・釧路校と北海道立教育研究所附属理科教育セン

ターは共同で「第４回 本道の理科教育に関する実態調査」を実施した。この調査結果からわかっ

たことを報告する。
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はじめに

本調査は，北海道における理科教育の充実を

図り，本道の理科教育に資するため，平成21年

12月下旬から平成22年２月上旬にかけて，北海

道教育大学札幌校・釧路校と北海道立教育研究

所附属理科教育センターが共同で実施したもの

である。本調査は，北海道立理科教育センター

が単独で実施した第１回（平成15年３月），及

び，北海道教育大学札幌校と北海道立理科教育

センターが共同で実施した第２回調査（平成17

年３月），第３回調査（平成19年12月）から継

続した質問と今回新たに付け加えた質問とで構

成した。

調査結果から，本道の児童生徒については全

国平均よりも理科を好きな割合が高く，いわゆ

る「理科離れ」が進んでいる状況ではないこと

がわかった。その一方で，理科の勉強に対する

自信は全国平均よりも低く，理科が日常生活や

社会で役立つと思っている割合も低いことがわ

かった。また，将来，理科を使う仕事に就きた

いと思っている児童生徒の数も少ないことが明

らかになった。

教師については，全道の多くの教師が観察や

実験などの体験的な学習を重視しており，観察

実験の回数は全般的に増加傾向にあることがわ

かった。その一方で，教員の研修講座の利用回

数は減少傾向にあり，教育現場においては，観

察実験の準備や後片付けの時間の不足や設備・

備品の不足などの課題が依然として解消されて

いないことも明らかになった。また，理科に関

する研修や研究を充実するために地域に根ざし

たネットワーク作りが求められていることもわ

かった。

１ 調査方法

本調査は，道内の公立学校を札幌市と14管内

の計15の部分母集団（層）に分け，それぞれの

層の調査対象となる児童生徒が６％を超えるよ

うに抽出校を選んだ層化抽出法により行った。

調査校数は，小学校87校，中学校74校，高等学

校（以下高校）43校である。なお，高校の内訳

は，普通科（商業科，工業科，農業科以外）33

校，職業科（商業科，工業科，農業科）10校で

ある。

児童生徒に対する調査は，小学校は４年生と

６年生のそれぞれ２学級ずつ，中学校は２年生

の２学級，高校は２年生の２学級を対象として

行った。また，教師に対する調査は，児童生徒

の調査を実施した学校の教師（中学校，高校で

は理科担当教師）のみを対象とし，１校当たり

北海道立教育研究所附属理科教育センター

調査研究部



- 27 -研究紀要 第23号（2011）

北海道における理科教育の充実を図るための調査研究

の回答者数については上限を設けなかった。

質問紙が回収された学校，児童生徒及び教師

の数は，表のとおりであり，回収率は，小学校

４年生で94.2％，小学校６年生で92.1％，中学

校２年生で83.6％，高校２年生で84.6％であっ

た。

回答した児童生徒数の割合は，それぞれの学

年の全児童生徒数（公立校の児童生徒）に対し，

小学校４年生で9.1％（「第１回調査」2.1％，

「第２回調査」2.3％，「第３回調査」7.3％），

小学校６年生で8.7％（「第１回調査」2.2％，

「第２回調査」2.2％，「第３回調査」7.8％），

中学校２年生で7.8％（「第１回調査」2.7％，

「第２回調査」2.0％，「第３回調査」6.6％），

高校２年生で7.1％（「第１回調査」3.9％，「第

２回調査」4.6％，「第３回調査」6.6％）であ

った。

表 調査対象校，児童生徒及び教師の数

小学校 中学校 高校

学校 87 74 43

児童･生徒 ４年 ６年 中学校 高校

男子 2,152 2,062 1,867 1,262

女子 2,018 2,089 1,824 1,459

性別無回答 2 5 10 4

計 4,172 4,156 3,701 2,725

教師 小学校 中学校 高校

男性 154 89 78

女性 125 11 4

性別無回答 2 1 0

計 281 101 82

注１）回答した児童生徒数の割合は，国立校と私立
校を含めると，それぞれの学年の全児童生徒数に対し，
小学校４年生で9.0％，小学校６年生で8.6％，中学校
２年生で7.6％，高校２年生で5.6％であった。

注２）教員に対する調査も，平成14年度（「第１回
調査」），平成16年度（「第２回調査」），平成19年度（「第
３回調査」），平成21年度（「第４回調査」）の全てで行
われているが，平成14年度と平成16年度の調査につい
ては，調査数が少なく，信頼性がとぼしいため本報告
書では示していない。

２ 調査内容

調査内容は，国際教育到達度評価学会（IEA），

国立教育政策研究所，各都府県の教育センター

等で過去に実施された調査を参考にして，それ

らの調査と比較したり，継続して追跡調査がで

きるように構成した第１回，第２回，第３回実

態調査の内容に，今回，一部新たな質問内容を

加えるとともに，類似する内容を削除して構成

した。

児童・生徒への質問事項は，「性別」，「理科

の好き嫌い」，「『理科が好きな理由』または『理

科が嫌いな理由』」，「今までに家や学校で体験

したことがあるもの」，「１日の理科の勉強時

間」，「理科の学習で得意または好きなもの」，

「理科の学習で苦手または嫌いなもの」，「理

科のどのような授業がよいか」，「好きな教科」，

「日常生活の中で役立ちそうだと思う教科」，

「日常生活の中で役立ちそうもないと思う教

科」，「社会に出てから役立ちそうだと思う教

科」，「理科の勉強は楽しいか」，「理科の勉強

は苦手か」，「理科の勉強に自信があるか」，「将

来，理科を使うことが含まれる仕事をしたい

か」，「理科をしっかり勉強する理由をどう考

えるか」，「将来どのような仕事をしたいと考

えているか」で，回答方法は全て選択式である。

また，教師への質問事項は，「年齢」，「性別」，

「専門科目」（小学校教師を除く），「児童生徒

が理科ができるようになるために重要だと思う

こと」，「教師が見せる観察や実験の回数」，「児

童生徒が行う観察や実験の回数」，「理科の授

業でコンピュータを使う回数」，「理科に関す

る研修講座の利用回数」，「理科好きの児童生

徒を育てるために取り組むべきこと」，「理科

に関する研修や研究の上で何が重要と考える

か」，「理科に関する研修や研究で必要として

いる情報」，「地域性を生かした授業を行う場

合に，資料や情報が入手しにくいもの」，「指

導が難しいと感じる学習内容」，「観察実験を

行うにあたって障害となっていること」で，回

答方法は全て選択式である。
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３ 調査結果のまとめと分析

(1) 児童生徒の調査結果のまとめと分析

理科の好き嫌い（図１）について，本道の児

童生徒は，理科が「大好き」，「好き」を合わ

せた割合が，小学校４年生で89.2％，中学校２

年生で65.7％であった。国際的な調査である

TIMSS2007によると，理科が好きかとの問いに

「強く思う」または「そう思う」と答えた割合

は，全国平均で小学校４年生が87％，中学校２

年生が58％であることから，本道では理科好き

の児童生徒の割合が全国平均よりも高いことが

わかった。また，平成14年度からの調査による

経年変化（図２）においては，小学校６年生を

中心に理科好きの児童生徒が増加していること

もわかった。しかし，学年ごとの比較では，全

国の傾向と同様に学年が上がるにつれて理科好

きの割合が減少することや，男子よりも女子の

方が理科が好きと思う児童生徒の割合が少ない

ことがわかった。これは，学年が進むにつれて

理科の学習内容が難しくなり，理解できなくな

っていくことが原因と考えられる。

今までに家や学校で体験したことがあるもの

（図３）については，「日の出や日の入りを見

る」と回答した割合が，いずれの年度でも40％

を切っており，「野鳥を見たり，声を聞く」と

回答した割合も，いずれの年度でも50％を切っ

ていた。これに対し，北海道の地域性からか「雪

で遊ぶ」と回答した割合は90％を超えていた。

「昆虫採集」，「星の観察」については，増加

図１ 理科の好き嫌い
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図２ 理科が「大好き」と「好き」を合わせ
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図３ 今までに家や学校で体験したことがあ

るもの
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傾向がみられるが，「魚つり」，「キャンプ」，「山

に登る」などのアウトドアのレジャーについて

は，減少傾向がみられた。

理科の勉強時間（図４）について，小学校４

年生，小学校６年生，中学校２年生では，「し

ない」と回答した割合が40％以下であるが，高

校では70％近くに達することがわかった。しか

し，経年変化でみると，理科の勉強を「しない」

と回答した割合は調査した全ての学年で減少し

ており，逆に「１時間より少ない」と回答した

割合に増加傾向がみられることから，全般的に

理科の勉強時間は増加傾向にあることがうかが

えた。

理科のどの分野が得意または好きか，また，

どの分野が苦手または嫌いかを調査した結果か

ら，小学校では主に物理化学分野が得意で，生

物地学分野を苦手とする児童が多く，中学校，

高校では逆に物理化学分野が苦手で，生物地学

分野を得意とする生徒が多いことがわかった。

また，経年変化では，小学校において「こん虫，

草花，いきもの」を得意または好きとする児童

が減少し，小学校６年生では「こん虫，草花，

いきもの」を苦手または嫌いとする児童が増加

していることがわかった。

児童生徒が望む授業について，全ての学年で

「観察や実験を多く取り入れた授業」をあげた

児童生徒の割合が高かった。「科学館などの見

学・調査をとりいれた授業」，「コンピュータ

やビデオなどを使った授業」，「野外観察を取

り入れた授業」を望んでいる割合も高かったが，

この傾向は特に小学校４年生，小学校６年生に

おいて顕著であった。また，中学校２年生，高

校２年生においては，「受験に役立つ授業」を

望んでいる割合が高かった。経年変化では，小

学校において「科学館などの見学・調査をとり

いれた授業」を望んでいる児童が増加傾向にあ

ることがわかった。

どの教科が好きかの調査では，小学生の調査

においては，理科は体育，図工に次いで好きな

教科としてあげられていたが，日常生活や社会

生活の中ではあまり役立ちそうだとは思われて

おらず，その評価は高くないことがわかった。

中学校２年生，高校２年生の調査においては，

調査用紙の作成ミスから「理科」と「社会」の

どちらを選んだかがわからなくなってしまった

ため，調査できなかった。

「理科の勉強は楽しいか」（図５）との問い

には，全ての学年で「楽しい」と思う児童生徒

図４ １日の理科の勉強時間
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図６ 「理科の勉強は楽しい」と思う
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図５ 「理科の勉強は楽しい」と思う
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の割合の方が多かったが，学年が上がるにつれ

て「楽しい」と思う割合は減少する傾向がみら

れた。しかし，経年変化（図６）では，全般的

に理科は「楽しい」と思う割合に増加傾向がみ

られた。

「理科の勉強が苦手か」（図７）との問いに

は，「強くそう思う」，「そう思う」と答えた割

合が学年が上がるにつれて高くなり，中学校２

年生では半分以上の生徒が苦手意識を持ってい

ることがわかった。TIMSS2007では，小学校４

年生で理科が苦手だと「まったくそう思わな

い」，「そう思わない」と回答した児童の割合

は78％であるのに対し，本道の小学校４年生で

は75％であり，全国平均よりも理科を苦手とす

る児童の割合が若干高いと言える。

「理科の勉強に自信があるか」（図８）との

問いには，「強くそう思う」，「そう思う」と答

えた割合は学年が上がるにつれて低くなり，小

学校６年生で半分以下となっている。TIMSS2007

では，中学校２年生で理科は得意な教科ではな

いと「まったくそう思わない」，「そう思わな

い」（つまり自信がある）と回答した生徒の割

合が47％であるのに対し，本道の中学校２年生

で理科の勉強に自信があると「強くそう思う」，

「そう思う」と回答した生徒の割合はわずか24

％であり，全国平均よりもかなり低くなってい

る。

「将来，理科を使うことがふくまれる仕事を

したいか」（図９）との問いには，「そう思わ

ない」，「まったくそう思わない」と回答した

児童生徒の割合の方が高く，中学校２年生では

「そう思わない」と「まったくそう思わない」

を合わせた割合がほぼ80％にもなっている。こ

れらのことから「理科の勉強は楽しい」と思う

が，「将来，理科を使うことが含まれる仕事を

したい」とは思っていない児童生徒が多いこと

がわかり，楽しいと思うことが職業選択に必ず

しも結びついていないことがうかがえた。また，

経年変化でも「理科を使う仕事をしたい」と思

う児童生徒は前回調査よりも全般的に減少して

おり，その傾向は高校２年生において顕著であ

った。

理科を勉強する理由についての問いに，「日

常生活に役立つ」と回答した割合は小学校４年

生で60％であるが，学年が上がるにつれて減少

していた。TIMSS2007では，中学校２年生で理

科を勉強すると「日常生活に役立つ」と回答し

た割合が53％であるのに対し，本道の中学校２

年生（図10）で理科が「日常生活に役立つ」と

図７ 「理科の勉強は苦手だ」と思う
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図８ 「理科の勉強に自信がある」と思う
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図９ 「将来，理科を使うことが含まれる仕

事をしたい」と思う
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回答した割合は30％であり，全国平均よりもか

なり低くなっている。

同様に，「他の教科を勉強するために必要」

と回答した中学校２年生の割合は，TIMSS2007

で27％であるのに対し，本道では21％，「自分

が行きたい大学に入るために必要」と回答した

中学校２年生の割合はTIMSS2007で56％である

のに対し，本道では58％，「将来，自分が望む

仕事に就くために必要」と回答した中学校２年

生の割合はTIMSS2007で45％であるのに対し，

本道では24％であった。

これらの結果から，本道の中学校２年生は全

国平均よりも理科が日常生活に役立つとは思っ

ている割合が低く，主に受験のための教科とし

て必要であると考えており，将来の仕事のため

であるとか，他の教科を学ぶための基礎的知識

として必要とは考えていない傾向がみられるこ

とが明らかになった。

「将来どのような仕事をしたいか」との問い

には，どの学年も「未定」と「その他」と回答

した割合が高く，中学校２年生では「未定」が

32％にも上っていた。小学校４年生，小学校６

年生においては「タレント・スポーツ選手」と

回答した割合が高いが，中学校２年生，高校２

年生では減少していた。高校２年生では，「医

者・看護士・介護」，「接客」，「事務」と回答

した割合が他の学年に比べて突出して高くなっ

ていた。

(2) 教師の調査結果のまとめと分析

教師に対する調査から，児童生徒が理科がで

きるようになるために重要であると考えている

（図11）のは「科学に興味・関心をもたせるよ

うにすること」，「順序立てて考えたり，手続

きを考えさせること」，「観察や実験を行える

こと」であることがわかった。

また，教師が行う演示実験や児童生徒が行う

実験をどの程度行っているかの問いでは，月に

１～３回以上行っている（学校にもよるが，理

科の授業は週に２，３回が多い）と回答した割

合が，小学校では演示実験で70％，児童実験で

96％，中学校では演示実験で93％，生徒実験で

97％とかなり高い割合で実施されていることが

わかった。一方，高校で教師が行う演示実験や

生徒が行う実験を月に１～３回以上行っている

のは，演示実験で47％，生徒実験で28％で，小

学校，中学校に比べかなり低い割合であること

がわかった。しかし，前回調査との比較では，

図10 理科を勉強する理由（中学校２年生）
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図11 児童生徒が理科ができるようになる
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教師が行う演示実験（図12），児童生徒が行う

実験の回数（図13）は，ともに全般的に増加し

ていることがわかった。

コンピュータを使った理科の授業は児童生徒

の要望が多いが，「学期に１回も行わない」と

回答した割合が，小学校で37％，中学校で59％，

高校では76％となっており，児童生徒の意識と

の間にギャップがあることがわかった。しかし，

前回調査との比較では，コンピュータを使う回

数は全般的に増加傾向にあることもわかった。

教師が理科に関する研修講座をどの程度利用

しているか（図14）については，高校，中学校，

小学校の順に利用する割合が少ないことがわか

った。特に，小学校では半数以上が全く利用し

ていないことがわかった。前回調査との比較に

おいても，全体的に利用しない割合が高くなっ

ていることがわかった。

理科好きの児童生徒を育てるために取り組む

べきこととして教師が考えているのは，「観察

や実験など体験的な学習を重視すること」や「身

近な自然現象と学習を関連付けること」であり，

そのために「観察実験の教材開発」や「観察実

験の指導法」の情報を必要としていることがわ

かった。

情報入手については，「知り合いの教員から

の情報入手」，「各種研究会への参加」，「理科

教育センターの研修講座への参加」，「理科や

教育関係の書籍・雑誌からの情報入手」，「イ

ンターネットによる情報入手」を重要としてい

ることがわかった。特に，「知り合いの教員か

らの情報入手」は前回調査に比べ増加しており，

地域の教師間のネットワークの構築や情報交換

の場，気軽に質問のできる環境などが求められ

ていることがうかがえた。また，地域性を生か

した授業を行う場合に，資料や情報が入手しに

くいことは，以前の調査でも明らかになってい

たが，未だ不十分な状態が続いており，それら

の情報提供をしていくことが必要であることが

わかった。

理科の指導で難しいと感じる内容について

は，小学校では地学分野や生物分野の指導で

図12 教師が見せる観察や実験の回数
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図13 児童生徒が行う観察や実験の回数
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図14 理科に関する研修講座の利用回数
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あるのに対して，中学校では物理分野や地学

分野，高校では物理分野や化学分野の指導を

難しいと感じていることがわかった。この結

果は，児童生徒への質問「苦手または嫌いな

もの」で得られた結果と関連があると考えら

れる。

観察実験を行うにあたって障害となっている

こと（図15）については，どの学校種において

も「準備や後片付けの時間が不足」，「設備・

備品の不足」，「授業時間の不足」が上位にあ

げられていた。特に，「準備や後片付けの時間

が不足」については，どの学校種においても65

％を超えており深刻な障害であることがうかが

えた。また，学校種間の比較では「設備・備品

の不足」は小学校で割合が高く，「授業時間の

不足」は高校で割合が高いことがわかった。

４ 本道の理科教育に関する今後の方向性

本調査の結果を受け，本道の理科教育の水準

を向上させるために，今後，次のようなことを

推進していく必要がある。

・観察実験をより一層充実させ，児童生徒の

実感をともなった理解を図る。併せて，コ

ンピュータ，ビデオなどを効果的に使い，

わかりやすい授業の実施に努めるととも

に，よい実践例を広く全道に紹介する。

・理科が日常生活とどのように結びついてい

るか，その関連性について，児童生徒に理

解させる。このことが，将来の仕事に対す

る意識作りにもつながると考えられる。

・理科好きの児童生徒を育てるため，日々児

童生徒の教育に関わっている教師の実践環

境を整える。観察実験の回数は全般的に増

加傾向がみられるが，観察実験を行うため

の準備や後片付けの時間を補うために，理

科支援員の充実を図る。また，学校現場の

設備・備品についての手当も図る。

・教員の教育実践力を向上させるために研修

機会の確保を図る。

・観察実験の指導法，授業法について，現職

教員に対する研修等の機会を確保するとと

もに，採用後すぐに現場で児童を指導しな

ければならない現状をふまえ，教育大学な

どの教員養成課程において基礎的学力の構

築を背景とし，より実践力の育成に配慮し

た教育を充実させる。

・理科に関する研修や研究の上で，知り合い

の教員からの情報入手などができるよう

に，地域に根ざしたお互いの顔が見えるネ

ットワーク作りを推進し，そのために，コ

ア・サイエンス・ティーチャーなどの施策

の充実を図る。

おわりに

本調査の詳細な報告書は，当センターのホー

ムページに掲載しているので，参考にされたい。

北海道立教育研究所附属理科教育センターＨＰ：
http://exp.ricen.hokkaido-c.ed.jp/tobira

/htdocs/

（調査研究部）

図15 観察実験を行うにあたって障害とな

っていること
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